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【概要】平成 29年告示の中学校学習指導要領解説総説に、「生徒の英語力の面では，習得した知識や経験を

生かし，コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて自分の考えや気持ちなどを適切に表現する

ことなどに課題がある」と書かれている通り、平成 31年・令和元年度に初めて行われた全国学力・学習状況

調査の英語「話すこと」の調査では、勤務校の多くの生徒が苦戦した。 
この課題は言語活動の場を増やせばその解消できるのか。それを考えた時、優先すべきは教室が「不安な

く安心して学べる」（酒井, 2018）場とすることであった。そうした環境作りを考慮しつつ、コミュニケーシ

ョンをとる姿勢の素地を培うための帯活動を継続的に行いつつ、教科書の単元と生徒の生活と関連が深い総

合的な学習の時間との連携を図ることで、積極的にコミュニケーションを取りたくなる授業を実践した。 
授業後の生徒のふり返り等を分析・考察した結果、帯活動には積極的に英語でコミュニケーションを行う

素地作りとしての機能があることが確認できた。また、「デザインによって現実世界と学習するべき内容を関

連づける」（R.K.ソーヤーら,2018）ことが動機づけとしてある程度の効果があることが分かった。英語運用

能力の向上については、活動前後で使用する語や文の数の増加が見られたが、能力向上を図るには、さらな

る授業改善が必要である。 

 

Ⅰ  研究の動機と課題  

１．研究の動機  

平成 29 年告示の中学校学習指導要領解説

総説に、「生徒の英語力の面では，習得した知

識や経験を生かし，コミュニケーションを行

う目的や場面，状況等に応じて自分の考えや

気持ちなどを適切に表現することなどに課題

がある」と書かれている通り、平成 31 年・令

和元年度に初めて行われた全国学力・学習状

況調査の英語「話すこと」の調査では、勤務

校の多くの生徒が苦戦した。  

また今年度受け持った生徒達の様子を観察

すると、授業への意欲が感じられない、対話

が続かない、人間関係が固定化されており生

徒同士の交流に偏りがある、教育相談上に問

題のある生徒が授業に参加できないなど、い

くつかの課題が見られた。英語を話すことに

自信がないという問題以前の課題が多く、言

語活動の場を増やしても会話の往復が続かず、

大きな改善はないように思われた。  

このような生徒達が、「外国語の背景にある

文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、

話し手、書き手に配慮しながら、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図ろうと

する態度」（学習指導要領 , 平成 29 年告示）

になり、実際に英語を使ってコミュニケーシ

ョンを楽しむようになるにはどうしたらよい

のだろうか。「学習者の全人格を育てるという

目的と協調・共生のために英語コミュニケー

ション能力を高めるという目的は、お互いに

支え合いながら育つものである」（村野井

2012）であるならば、どのような授業設計を

すればよいのだろうかと考えた。  

 

２．研究の課題  

(1) 課題１  

「外国語の授業においては、互いの考えや

気持ちを伝え合う言語活動が授業の中心」（滝

沢・乗富 2020）であり、そのような言語活動

の中で他者との交流をし、多様な価値に気づ

き、吸収し、必要であれば再構築、修正・調

整できる姿が「多様性を尊重する態度と互い

のよさを生かして協働する力」（新しい学習指

導要領が目指す姿 ,平成 27 年）につながるの



 

ではないだろうかと考える。  

その観点で、現在受け持っている生徒達の

４月当初の様子を観察した。学級目標を決め

る場面では、リーダー３名が教室前に出て、

何人かの生徒を指名し、相談をし始めた。指

名されたのは男女含めて４名のみだった。そ

れ以外の生徒は黙って下を向いているか他の

おしゃべりや読書をしていた。関心を持って

参加しているようには見えなかった。「互いの

考えや気持ちを伝え合う」姿には程遠い状態

であった。また同時期に、どんな授業スタイ

ルが好きかを聞いてみると、以下の様な結果

が出た。  

上位を占めるものには、他者とのコミュニ

ケーションを望むものが見られず、人間関係

や他者との触れ合いをあまり意識しない姿が

見て取れた。  

こうした生徒を対象とした英語の授業にお

いて、身近な級友とより良い人間関係を築か

せるきっかけを作るにはどうしたらよいか。

さらにそれを受けて、積極的にコミュニケー

ションを図ろうとする態度の育成につながる

言語活動をどのように改善したらよいかが課

題として挙がってきた。  

 

(2) 課題２  

平成 23 年 8 月 29 日にとりまとめられた、

コミュニケーション教育推進会議（文部科学

副大臣主催）の「子どもたちのコミュニケー

ション能力を育むために（審議経過報告）」に

おいては、コミュニケーション能力を「いろ

いろな価値観や背景をもつ人々による集団に

おいて、相互関係を深め、共感しながら、人

間関係やチームワークを形成し、 正解のない

課題や経験したことのない問題について、対

話をして情報を共有し、自ら深く考え、相互

に考えを伝え、深め合いつつ合意形成・課題

解決する能力」としている。この「いろいろ

な価値観や背景をもつ人々」とは何も外国語

を背景にもつ人々に限らず、学級の中の生徒

同士にも当てはまることだと考える。そこで、

本研究では、この定義に沿って、以下のよう

にコミュニケーション能力を捉え、その育成

をめざすこととした。  

コミュニケーション能力とは、様々な価

値観や背景をもつ人々とコミュニケーショ

ンの目的・場面・状況に応じて、相互に考

えを伝え、共感・受容しながら考えを深め

ていく能力。言語だけでなく、非言語も含

む。  

このような下地がなければ、外国語による

コミュニケーションにおける見方・考え方を

働かせることは難しいのではないかと考えた

からである。そして、そうしたコミュニケー

ションが行われる教室が「不安なく安心して

学べる環境」（酒井 2018）であることがまず

は最優先であると考える。しかし、現状では、

上記の様なコミュニケーション能力を身につ

けさせる方策を指導者として取れておらず、

そうした環境も整えていないのではないか、

と考えた。  

こうした２つの課題を解決し、コミュニケ

ーション能力を育成するために、必要なこと

は何か。着目したのは以下の 3 点である。  

①相手の話をしっかり聞く態度  

②自分のメッセージを相手に届けるための

話す力  

③互いにやりとりし、相手に共感を示した

り受容したりしたくなるコンテンツ  

パトリックら（Patrick et al.,2007）,およびヒ

ジェ（Hijzen,Boekaerts,&vedder,2007）によ

28%

30%

14%

28%

資料１：好きな授業スタイル

静かに集中（自習型）

先生が講義（聞く）

自分のペースで自習と質問

ペア・グループ型



 

る研究は、学習者が協調し、所属性を有し、

社会的支援を受ける機会が学習者の積極的関

与および学習の質と関連していることを報告

している。（R.K.ソーヤーら ,2018）現在受け持

っている生徒達が自分とは違う他者、つまり

「異文化」の相手に自らの考えや気持ちを伝

えたり、質問し合ったりできるコミュニケー

ション能力を高めることができる学習デザイ

ンを工夫したいと考えた。  

 

Ⅱ  研究の目的  

本研究では、上記２つの課題と目標とする

３つの着目点を元に、研究の目的を次のよう

に設定した。  

研究の目的  

帯活動を素地として、英語で話すことに自

信がない生徒でも伝えたいと思うメッセージ

を発信できるコンテンツ、つまり我が事とし

て捉えることができる題材を組み込んだ授業

を実践することで，どのように生徒の情意面

と英語運用能力が変化するかを考察し、その

有効性を検証する。  

 

Ⅲ  研究の方法  

１．帯活動  

毎時間授業の始めに３分程度行う。コミュ

ニケーションを行う場面が特別ではなく、ル

ーティンとなるよう継続をする。上記着目点

①②に関わる活動。生徒の発話記録などで変

化を見ていく。  

 

２．総合的な学習の時間と連携した授業  

年間を通して生徒が学習し、考えていく内

容を英語の授業と絡める。教科横断的な視点

で単元計画をし、生徒自身が我が事として捉

えることのできる授業設計・授業内容にする

ことで，生徒の情意面と能力が変化するかを

検証する。上記着目点③に関わる活動。  

 

３．ゴールの明確化  

英語授業を通して、どのような姿になって

もらいたいのかを明確にし、生徒に伝える。

単元ゴールについても、生徒と共有をし、単

元終了後に、振り返りを書くことで生徒自身

が変容を自覚できるようにする。そのふり返

りを通して、生徒の情意面の変化を見ていく。 

 

Ⅳ  先行研究  

帯活動については、生徒の英語運用能力向

上に効果のある活動としてこれまでも数多く

行われている。帯活動とは、英語科でよく行

われているもので、毎回の授業の中で一定時

間行う活動の事を指し、その時間の中で単語

練習やビンゴ、作文練習などが行われている

こともある。林（2017）や前田（2017）は、

帯活動の積み重ねが英語表現において基礎基

本の定着になることや即興的な英語の発信に

有効であったことを明らかにしている。本研

究では、授業開始時に行うペア活動として取

り入れることとした。  

授業設計については、毎時間の授業を単元

ゴールに関連づけた研究も多数行われており、

ウィギンズとマクタイが提唱する逆向き設計

を元にしたものも多い。教科横断的な視点に

たち、外国語の授業と総合的な学習の時間や

学校行事を関連させて単元を組む研究でも学

習や活動を有機的に関連付けることで、生徒

の意識が高まり主体的に学びに向かう姿が報

告されている。（滝沢・乗富 2020 など）  

多くの先行研究から帯活動の継続性が有効

であることと、逆向き設計でめざすべきゴー

ルを明確にすることで生徒自身が目標をつか

みやすくなり主体的・対話的な学びに発展し

やすいこと、教科横断的な視点が生徒の意欲

向上を促しやすいことが分かった。  

しかしながら、本校の生徒は学習の得意不

得意に関わらず自己肯定感が低く、自分に自

信がないという傾向がある。生徒が積極的に

コミュニケーションを取りたくなるためには、

相手への関心以外にも、まずは「取り組んで



 

みたい」「話してみたい」という意欲が不可欠

だと考える。そのため、英語の教科書のみで

扱われる題材よりも身近にある話題や知って

いる事などと結び付けることが「複数の方法

で学習内容にアクセスすることを許容し、そ

の内容についてさまざまな方法で思考し、取

り組むことを可能とする活動や課題のデザイ

ン」（R.K.ソーヤーら ,2018）となり、「積極的

関与の可能性を高めることができ」（R.K ソー

ヤーら ,2018）、コミュニケーションへの意欲

や自信によりつながるのではないかと考えた。 

また、授業を通して、こうした動機づけが

コミュニケーションへの意欲につながるよう

にするために ARCS モデル（Keller,1983 鈴木

克明）を指針とすることにした。ARCS モデ

ルについて以下に説明をする。  

ARCS モデルは意欲を上記のように４つの

要素に分けて整理したものである。このモデ

ルを指針として、単元や授業の設計、展開を

考えた時、総合的な学習の時間との連携がし

やすいのではないかと考えた。  

表１：ARCS モデルについて  

そこで、本研究では、帯活動、単元の授業

設定と並行して、総合的な学習の時間を活用

しながら、英語の授業で学ぶ内容をより身近

に感じられるように連携を図ることとした。  

 

Ⅴ  実践  

 

 対象：公立中学校３年生 31 名  

    （男子 16 名  女子 15 名）  

 計画：毎時間の帯活動５分  

    実践授業４回（５月、６月、７月、９月）  

＊同様の授業は３年生のクラス全てで行う。

日常場面や総合的な学習の時間、道徳などに

おいても、着目①～③を意識した働きかけを

行うこととする。  

 

１．帯活動  

４月当初から授業の開始直後に帯活動を入

れた。生徒には、人間関係作りを土台とする

ため、正確さは追求しないことを伝え、以下

の様な段階で進めることを提示した。  

内容は単元ゴールに沿った即興的な題材を選

んで行う予定とした。帯活動という小さな関

係の中でなら、精神的負荷が比較的少なくコ

ミュニケーションが取れるのではないかと考

えたためである。教師との対話にはない対等

なパートナーシップの中では、英語を間違う

ことへの緊張感も軽減され、安心して話す、

安心して間違うことができるのではないかと

考えていた。  

しかし、第 1 回目の帯活動では、沈黙にな

るペアが 15 ペアのうち５ペア、その他５ペア

が質問に答えるだけの約 10 秒で活動を終了。

その他は勝手な会話をする、「面倒くさい」「分

からん」を連呼する、ペアの生徒とは話さな

いという状態であった。実施前に考えていた

“対等なパートナーシップ”が構築されてい

図１：生徒に示した図  

帯活動

単元設計
総合的な学習の

時間

コミュニケーション  

授業設計のイメージ  

反応を返そ

う

分からない

事聞こう

会話の往復

をしよう

間違い恐れ

ず対話を続

けよう



 

ないことが見て取れた。活動の意義と目標を

伝えたつもりだったが、残念な結果となった。

そこで、どのような学級集団に育ってほしい

のかを含め、授業のルールや人間関係で大切

にしたいこと、英語を学ぶ意味を再度伝え確

認した。ところが、４月後半に入っても、形

はペアになるが、勝手な動きをする生徒の数

は変わらず、支援の必要な生徒が参加できな

いことが続いた。授業規律の徹底が最優先だ

と感じ、５月に入り、ペアの際には、どの列

とどの列がペアなのかはっきりと伝え、勝手

に動かないように毎回指示をした。また、こ

れまでの帯活動の内容が即興的なやりとりを

求めるものであったため、慣れていない生徒

達の苦手意識を増幅させていること、生徒が

話したいと思う内容ではなかったことで、意

欲向上にはつながらなかったと考えた。  

そこで、この帯活動の時間を「人間関係作

り」と「基礎基本の定着」の時間と割り切る

ことにした。帯活動の内容を 10 問程度の QA

形式の会話練習とし、５回程度同じシートを

使用することにした（資料２）。同時に、反応

を返すことよりも「聴く」ことを大切にする

よう伝えた。帯活動で提示した段階も授業全

般で折に触れ確認することに切り替えた。  

即興的なやりとりを求められなくなったた

めか、QA 形式に切り替えて２回目くらいか

ら生徒同士の声のボリュームは大きくなって

きた。１枚目が終わる頃には学級の 3 分の 2

は帯活動ができるようになった。この時期に

実践授業１を行う（後述）。  

６月に入ると、帯活動時間のペア活動に慣

れてきた様子が見られる。勝手な移動がなく

なり、支援の必要な生徒も参加できるように

なった。日によるが、帯活動には全員が参加

できている。この頃には、総合的な学習の時

間と連携した授業を行っているが、総合の時

間のグループ分けでも意見を交換しながら、

支援の必要な生徒が仲間はずれになることな

く決めることができるようになるなど、生徒

の姿に変化が見えてきた。この時期に実践授

業２を行う（後述）。  

７月に入り、私語をしてしまう生徒が近く

に集まってしまったことなどにより、授業開

始に着席できていない、話を聞く姿勢になる

までに時間がかかるなど雰囲気が一旦振り出

しに戻る。帯活動でもうまく機能しないペア

が２組出てしまう。この時期に実践授業３を

行う（後述）。  

９月当初は、７月の浮ついた雰囲気を引き

ずっていた。運動会代替行事のダンス発表会

が終わると徐々に落ち着きを取り戻してきた

ため、帯活動でも返答をする際に目標語数を

決めながら行うようにした。ペアの語数を数

えてあげなければいけないため、耳を澄ませ

て聞こうとする姿勢が見られるようになって

きた。総合的な学習の時間では、ポスターセ

ッションの作成に入り、各自が関心のある時

事問題を調べていた。６月の実践授業で行っ

た内容についてより詳しく調べる生徒もいた。

この時期に実践授業４を行う（後述）。  

以下、資料２（帯活動ワークシート例）と

資料３～５で、生徒Ａの変容をあげておく。  

資料２：帯活動ワークシート  

資料３～５：抽出生徒Ａの発話記録  

＊５回ごとに更新。  

＊簡単な質問、単元の新出文法を扱った質問

など。  

＊単元の文法事項はテストにも同一問題。  

 

資料３：帯活動時の生徒Ａの発話記録  

資料２：帯活動シート  



 

4

月  

 

A 

 

 

A 

 

 

A 

（帯活動開始と同時に）  

「え、何やるん？答えるん？」  

「めんどくっさ」「マジ無理」  

（ペアの相手に促されて）  

「 I don’t know.」「 I don’t know.」 

（相手 B：「ちょっと、ねぇ、ちゃ

んとして」の後）  

「だって分からんもん」  

5

月  

 

A 

（帯活動時、シートを見ながら） 

「What time is it now ? めっち

ゃ楽勝やん、俺でもできるし。は

い、早く答えてー」  

（ペアの答えを聞いて）  

「はい、正解！OK OK 次ね」 

6

月  

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

（帯活動時、シートを見ながら） 

（What makes you happy ?の質問

をされて①）  

「Play baseball make me happy.

あっとる？」  

（ペアの生徒から少し違ってい

ると言われ）後ろの男子に質問

「ねぇ、野球することって何て言

うんけ？」  

「Playing なん？そうなん？あり

がとー」その後、「Playing baseball 

make me happy.」「今度は合っと

るやろ？明日は間違えんわ、俺天

才や」  

（同じ質問を次の時間にされて） 

「 Play baseball じ ゃ な い わ 、

Playing baseball make me happy! 

はい、次の質問いいよ―」  

 

9

月  

 

 

 

A 

（帯活動時、シートを見ながら） 

（What makes you happy ?の質問

をされて②）  

Playing baseball make me happy.

この質問、かなり楽勝になってき

たわ。けど目標２０語やしな、

Wait, wait, please.」  

10

月  

 （帯活動時、相手の発言を聞きな

がら）「あと９語！（相手の発言を

聞きながら）今のなんて？それ使

っていいけ？」  

帯活動導入の４月には、激しい拒否反応を

示し、促されても取り組もうとはしなかった

が、9 月には形を覚え、文法的にもかなり正

確になってきた。また、10 月には、相手の発

言を取り入れようとする様子がうかがえる。  

 

資料４：6 月 Speaking Test での発話記録  

ALT Hi, how are you ? 

A Hi ! I’m fine. Thank you. 

You?  

 （中略）  

ALT What makes you happy ? 

A う～、あれや  

Baseball.. Playing baseball make me 

happy. 

ALT Playing baseball makes you happy? 

A Yes, Yes, OK. Makes me happy.  

ALT I know you are a member of the 

baseball club.  

A え、なんて？  

ALT ALT 繰り返し  

A Member ..あ、そうそうそう。  

I’m baseball team player.  

ALT （略）答えの理由を何度か聞いて  

Tell me the reason.  

A Why ?そんなの聞かれてもな。  

I like baseball.  

あぁ、もう分からん。  

終わっていい？Finish , OK? 

Thank you ! Bye!  

4 月の Speaking Test では Pardon?ばかり

でほとんど答えられなかったが、6 月には帯

活動で練習したものには答えることができた。 

 

 



 

資料５：９月 Speaking Test での発話記録  

A Hello!  

 （中略）  

A （タブレットを見せながら）  

In emergency, え っ と 、 we need 

water. No water, no えっと people. 

You buy water. コンビニ  

ALT コンビニ？  

A Yes, コンビニ。コンビニ知らん？コ

ンビニ、英語じゃないんけ？ Seven 

Eleven. Family Mart. などなど OK? 

Do you have money ? 

Today, 家に帰る時 buy 3 bottles.  

Tomorrow 3 bottles. Big size.  

ALT Today and tomorrow? 

A うん。あ、Yes. 

You are big, need many water.  

Water is use.  

ALT Useful? 

A そうそう。  

Wash , drink , eat , cook なんでも .  

And …あ、忘れた。Finish! 

ALT Thank you.  

A You’re welcome.  

タブレットを見せながらのプレゼンで英文

の練習もしていた様子だったが、発表はアド

リブで行っていた。ミスは多いものの、ALT

に伝えようとしている様子が伝わってきた。  

 

２．総合的な学習の時間との連携  

勤務校の総合的な学習の時間では、市内観

光地の近くにあるという本校の地域の特色を

生かした横断的・総合的な学習や、生徒の興

味・関心に基づく学習などを通して、自ら課

題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に

判断し、よりよく問題を解決する資質能力を

育てることを目標の１つとし、①共生、②表

現、③金沢ふるさと学習という３つのテーマ

を定めている。このテーマに沿って年間指導

計画があり、今年度の３年生は SDGs まちづ

くりの一環として地元企業と連携し、「ショコ

ラの街金沢」を発信する CM を作成すること

となった。実際に放送予定のドラマで使われ

るということで、オリエンテーションの時点

でも、「楽しそうや」「やってみたい」という

発言が多くあり、生徒の関心の高さや意欲が

感じられた。CM 作りという目標に向かう中

で、仲間との関わりを通し相互の理解を深め

ていったり、多様な考え方に触れ合ったりす

ることができるのではと考えた。この総合的

な学習の時間との連携も本研究の目指すコミ

ュニケーション力の素地となることを期待し

た。「子どもの知識や価値・態度形成は他者と

の相互作用の中から生まれ、社会的相互作用

によって子どもの思考レベルが高まる」

(Alan&John2017)とあるように、対話や交流

に課題を抱える生徒達が、総合的な学習の時

間や英語の授業を通して、自らの考えを発信

する力を身に着けるだけでなく、他者と関わ

る楽しさや異文化を学ぶ面白さを知ることが

できるのではないかとも考えた。身近なテー

マを通して話をしたり、日本文化、郷土金沢

を考えたりしながら、自分とは違う存在であ

る他者同士が安心感のあるつながりを結んで

いくことができれば、新学習指導要領にもあ

るように、「一人一人の生徒が、自分のよさや

可能性を認識するとともに、あらゆる他者を

価値のある存在として尊重し、多様な人々と

協働しながら様々な社会的変化を乗り越え」

ていける存在になるのではないかと期待した。

（資料６参照）  

 

資料６：総合的な学習の時間と英語の授業  

 総合  英語  

4

月  

CM 作りについて  

オリエンテーション  

帯活動開始  

5

月  

CM 作り講演会  

「ショコラの街金沢」

Let’s write  

有名人への手紙  



 

講師：ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ   

淺川  友希  氏  

Unit 2 

Haiku in English 

6

月  

金沢の伝統文化に触

れる（水引作成・壁の

学校視聴）  

Unit 3 

Animals on the 

Red List  

7

月  

CM 絵コンテ作成  

金沢の食文化  

講師：（株）芝寿し社長  

梶谷  真康  氏  

Unit 3 

Animals on the 

Red List  

Let’s write2  

9

月  

ポスターセッション  

（時事問題）  

C M 絵コンテ作成・選定  

Unit 4 

Be prepared and 

Work Together  

10

月  

時事問題など  

講師：元南極観測隊員  

坂下  大輔  氏  

金沢再散策  
11 

月  

CM 作成  Discover Japan 

 

３  実践授業より  

(1) 実践授業１（５月 28 日）  

帯活動が始まり、その内容を人間関係作り

にシフトした後、実践授業１を行った。有名

人へ手紙を書くという単元だった。前時の学

習や帯活動では、既習事項として「〇〇makes 

me happy.」や「〇〇makes me excited.」など

を使用してどういうものが好きなのかお互い

に交流していた。担任からの導入の後、どん

な有名人が好きなのか互いに交流し、書いて

みることにした。それぞれが歌手や野球選手、

俳優などを選び、表現方法に苦戦しながらも

手紙を書こうとしていた。この単元のふり返

りでは、「実際に SNS などで送れそう。送っ

てみたい。」「本当に書いている気分になった」

と書く生徒がいた。それぞれが自分のファン

レターを完成させることには一生懸命取り組

んでいたが、互いにどのような人に書いたの

か、どのような英語表現を使ったのかなどの

交流の時間が少なかった。ARCS の Attention 

にあたる生徒個人の興味関心や Relevance の

ファンレターを書く相手への意識付けには成

功したが、「他の人のも見たい」という意見が

出たように、級友とコミュニケーションを取

らせる時間の確保という点では指導の仕方に

課題が残り、Attention、Relevance について

もより改善の余地がある事が分かった。  

 

(2) 実践授業２（６月 14 日）  

これまでの総合的な学習の時間では、５月

に CM 作りについての講演会があり、生徒達

は金沢の新しい文化として「ショコラ」があ

ることを学び、また交流校である東京から来

る中学生のために、伝統工芸の水引でキーホ

ルダーを作成したり、金沢の青壁についての

ドキュメンタリー番組を視聴したりするなど

して新旧の文化について学んでいた。  

この時期に、世界で絶滅のおそれがある動

物［絶滅危惧動物］について単元を扱った。  

 

資料７－１：単元計画  

本文では、絶滅危惧動物についてまとめたレ

ッドリストから多くの動物が絶滅の危機に瀕

していることを学ぶ。生徒には、絶滅危惧種

や環境問題をより身近な事として感じられる

よう石川、金沢のレッドリスト、少子化問題



 

などにも触れ、総合で学習している「まちづ

くり」を視点に SDGs の観点からも身近な問

題を捉え、私たちに何ができるのかを考える

きっかけにしたいと考えた。  

 

資料７－２：指導案  

本時には、校内職員の参観と整理会があり、

以下の様な感想・助言があった。  

 

資料８：校内授業整理会より  

・英語が苦手でも、意見を思いつくので他

教科との関わりあるのはよい。  

・ Jamboard にも色々意見を書いていた。  

・ペアワークをたくさん取り入れ、意見の

交換・共有ができていたのはよかった。  

・自分の考えを持ててはいるけど、うまく

英語にできない生徒がいた。調べていい

よという声かけなどをもっとしてもよか

った。  

・ALT の話や他の生徒との交流との交流を

通して、自分の考えを深めた生徒がいた。 

・変容を自覚するための元になるものが不

足していたかも。  

・友達と意見交換していて、「なるほど」「そ

うかー」といった声が聞かれた。生徒は

その後、活用できていた。  

 

資料９：金沢大学加藤准教授指導内容より  

・Jamboard を使うことで、直接発言がなか

なかできない生徒もコミュニケーション

を気軽にできる。活用できていた。  

・「花を植える」など生徒自身ができるアイ

デアがでていた。  

・授業終了後もまだ課題について話をして

いた。楽しかったようだ。  

 

成果と課題  

総合的な学習の時間などを通して、金沢に  

誇りを持ち大切に思っていることは伝わって  

いた。そこで、それを ARCS の Attention、  

Relevance にしようと考えた。導入部分での

‘Do you like Kanazawa?’という質問には全

員が‘Yes’だった。だが、その後の‘Do you 

want to keep living in Kanazawa ?’には‘Yes’

が６名だった。金沢に住み続けたいと答えた

生徒がたった６名と少なく、お互いに、「え、

なんで？」「なんでや？」という声が上がって

いたり、驚いたような表情を見せたりしてい

た。好きではあるが、住み続けたくはないと

思う理由を考え説明したり、どうしたらこれ

からも住み続けようと思う魅力ある都市にな

るのかを実際に自分たちが取り組める内容で

考えたりしたことは、この課題に関心を持ち、

我が事として捉えることができたと考えられ

るのではないか。互いの意見にも関心を寄せ

ることができた様子も見られた。  

金沢を住み続けたい場所にするために、中学

生である自分たちが実際にできることを考え

交流する場面では、Jamboard を使用した。そ

のため、人前で発表するという精神的な負担

が少なかったように見えた。英語が苦手な生

徒でもいくつか書き込みをしていただけでな



 

く、全員が１つ以上書き込みをしていたから

だ。直接の会話ではないコミュニケーション

ではあったが、やりとりはできることが確認

できた。この書き込みの意見をきっかけとし

て、その後の対話につなげることができた。  

しかし、相手への関心を英語に置き換える

作業が難しく、日本語を使用してしまう場面

が多く見られ、課題が残った。アイデアを交

換する場面では、既習事項の文法を使用して

書いていたが、理由を英語にするのは苦戦し

ていた。時間も短く、単語でつないで話すこ

とすら諦めてしまう生徒もいた。  

ALT からの動画メッセージを授業に入れ

ることで、伝えたい気持ちがより高まったり、

自分のアイデア文の参考になったりすること

を期待したが、ALT の発言内容を確認しよう

とすると「分かりません」が何人か続いてし

まう事態になった。  

ALT の動画は、金沢を大好きな ALT から

の金沢をより良くするための提案だった。動

画の後に、英文も TV で提示したが、文章が

長く理解するのが難しかったこと、具体的に

どの部分が自分の文章に使えるのかが分かり

にくかったことが発言の原因と考えられた。

授業後「分からん」と返答した生徒に聞いて

みても「アレックスが話してくれたことは何

となく分かったような気がしたけど、本当に

そう言っているんか字が小さくて自信がなか

った」ということだった。ARCSの Confidence

の部分に配慮が足りなかったことが次への大

きな課題として残った。  

授業の課題を自分に関わる事として捉えつ

つ、相手の意見を知りたいという気持ちとや

ればできるかもと意欲が両立する活動をどの

ように成り立たせるかにも課題が残った。  

 

資料 10：生徒Ｂの作品  

自 分 で 考 え を 書

いた段階の作品  

 

交流した後に提

出した作品  

 

 

 

 

(3) 実践授業３（７月９日）  

この単元のゴールは、社会的な話題につい

て、理由や根拠を含めて自分の意見を書くこ

とである。  

本校では、総合的な学習の時間においても、

自分の関心のある社会問題や時事問題につい

て新聞記事を用いて毎年秋にポスターセッシ

ョンを行っている。これを連携させたいと考

えていたが、社会的な話題をどうしたら身近

に感じることができ るかと悩ん でいた。

Unit3 で絶滅危惧種について知り、その原因

を調べた授業中に、生徒の中から「そんで

SDGs なんやー」という言葉があがった。そ

の際、「SDGs って何や？」「理科の時間にも

聞いたよ」「最近、TV とか雑誌でもよく言っ

とる！」「持続可能ってやつやろ？」「何が可

能なん？」などと会話が続いた。「１回みんな

で調べてみる？」と授業者が聞くと調べたい

という返答があった。そこで、SDGs につい

てそれぞれが調べることにし、分かったこと

などを簡単に発表する場面を取った。印象に

残ったものを挙げてもらうと、それぞれが違

い、「あ、一緒や」「それね」、「確かにそれも

気になるかも」「（気になった項目）何や？」

という声が出て、みんなの気になることが知

りたいという意欲が感じられた。ARCS の A

と R を自分たちで見出した様子だった。そこ

で、SDGs について調べ、その中で自分が最

も問題だと感じ、ぜひ級友にも知ってもらい

たいと思うことを１つ選び、発表することを

単元のゴールにすることを共有した。実践授

業は、その発表の１回目の時間となった。  

 

成果と課題  

お互いがどんな事に関心を持っているのか、

その理由は何なのかについて知りたがってい



 

たのが印象的だった。SDGs の項目について

も結局全員が何に関心があるかを発表したが、

英語が苦手な生徒も支援が必要な生徒も発表

することができた。生徒達自身が課題を決め

たことで、積極的に取り組もうとする姿が見

られた。また、日本や世界では今何が問題な

のかを自分たちなりに考えることで、総合的

な学習の時間でのポスターセッションの取り

組みにもつながると考えた生徒もいた。  

発表はタブレットを用いて行ったが、発表

前にペアやグループで練習を行った。お互い

の良い表現を見つけ合うよう指示すると、早

速まねをして、自分の文章に入れる生徒もお

り、良いモデルを見て再構築・再構成ができ

ていた。  

 

資料 11：生徒Ｃの提出物  

＊この生徒は SDGs14 番の海の豊かさにつ

いて調べていた。最初の段階では、４行目の

To keep the clean sea.から始めていたが、他

の生徒と交流した後、現状について訴える文

章と最終の２文を付け加えていた。増やした

理由については、「みんなに、より訴えかける

内容にしたかった」とのことだった。  

本授業の生徒の課題としては、スピーチ発

表が初めてだったため、声の大きさ、視線に

課題があった。スピーチが今年初めてである

という部分、ARCS の C を考慮してもう少し

指導をすればよかった。  

また、生徒同士の関係が４月当初よりかな

り改善されたと感じていたため、スピーチを

聞きながら互いを評価できるように、相互評

価表をワークシートに入れた。相手の良いと

ころを見つけることで、２回目の発表に向け

て、さらに改善点を発見し、再構築ができる

のではと考えたからだったが、この点につい

ては、かなり課題が見られた。  

机間指導中にも「ここ何書くんですか？」

といった質問が多く出た。発表終了後の生徒

のワークシートにはほとんど記述がなく、終

わった後で、A や B を慌ててつける様子や

「（相手の発表を）聞いとったら書く暇なかっ

た～」と言って、空欄のまま出す生徒がいた。  

評価の仕方について説明がほとんどなかっ

たこと、評価の項目が多すぎたこと、生徒は

相手の話を聞くことに集中しており、評価す

る時間の余裕がなかったことなどが原因とし

て考えられた。何のために評価を行うのか、

という目的を授業者自身がはっきりさせない

まま行ったことが混乱を招いた最大の原因だ

と考え、改善する必要があると感じた。  

 

生徒の変化について  

今回の授業については、課題を自分たちで

決めたことで、いつもよりやる気が違ったよ

うに感じた。休み時間には全員がタブレット

を開き、熱心に調べ物をしている姿がよく見

られた。その際気にかかったのは、タブレッ

トで日本語翻訳をし、そのまま貼り付けてい

ることだった。英語が苦手な生徒にとっては、

言いたいことがあるのに、分からないという

ハードルを下げてくれるものでもあり、どう

扱えばよいか私自身も迷っていた。課題に関

心があり、人に伝えたいという意欲をもって

取り組んでいる事だからと思い、苦手な生徒

については、そっとしておくことにした。発

表 1 回目はまずグループで行い、その後グル

ープの代表がクラスの前で発表する形をとっ

た。授業後、「私、他のグループのも聞きたい

です」「自分のも発表したい」という声があが

った。英語の苦手なＡも「せっかく調べたし、

みんな（発表）せんが？」という発言をして

いた。帯活動には、嫌がらずに参加するよう



 

にはなっていたが、授業中の前向きな発言が

出るようになったのは明らかな変化だと感じ

られた。  

 

資料 12：生徒の授業発話記録  

S1 先生、次の予定は何ですか？（英語係） 

T 発表 1 回目終わったし、まずは手直し

かな。いい表現たくさんあったよね。 

S2 発表しないんですか？  

T するよ。次回発表したい人いるかな？  

S2 今日はグループと代表者だったし、他

のも聞きたい。  

A せっかく調べたし、みんなせんが？  

てか、せんが？  

S3 え、A できるん？終わったん？  

A 今ちょっと途中。グーグル翻訳難しす

ぎて何言っとるかわからんげんて。  

けど、（発表）するから、最後に順番

回してください。  

T お～A さん、前向きやね。  

みんな発表するので OK？  

（OK！の返事を確認）  

まだ途中の人いる？A さんみたいに

順番あとがいいよっていう人？  

グーグルさんは難しすぎる時がある

から、今日の代表の人分かりやすい英

語だったよね？そういう人のを参考

にしたら、自分も他の人にも分かりや

すいよ。  

A

他  

ゆっくり見て参考にするのはどうし

たら？  

S4 オクリンクで送れるので送っていい

ですか？  

生徒Ａは、最初は翻訳機能を使った文章で、

書き進めていたが、難解すぎたため、自分で

読むことができなかった。上記の会話の後、

結局発表・提出は自分で考えたものを使用し

ていた。最初の翻訳を貼り付けたものに比べ

ると文法的な間違いはあるものの、読み上げ

る時は最初のものよりミスがなかった。自分

の言葉で書いた文や他の発表者のお手本から

自分が理解できるものを選んだためであろう。 

 

資料 13：生徒Ａの最初の文章  

最初は、伝えたいテーマがはっきりとしぼ

れていない様子で、文章がうまくまとまらな

いと話していた。ペアやグループでの交流の

後、ようやく自分のテーマを決めた様子だっ

た。資料 12 での発言はその時のものである。

その後、資料 13 を用いて発表した。最終的に

提出した作品が資料 14 である。  

 

資料 14：生徒Ａの提出作品  

 

(4) 実践授業４（９月 24 日）  

これまでの総合的な学習の時間では、ポス

ターセッションのための準備を行っている。

新聞記事から各自の関心事を取り上げ、模造

紙に貼り、自分達なりの意見を加え作成をす

るための資料集めをしている途中であった。  

今回の単元ゴールは災害時の外国人支援を

考えることであった。そこで授業では、日本

に来て 1 人暮らしをしている ALT からどん

な準備をしておいたらよいかアドバイスがほ

しいという動画メッセージをもらい、彼にそ

の提案をすることとした。  

 

 

 



 

成果と課題  

生徒達は ALT がインドア派だということ

をよく知っており、アドバイスを親身になっ

て考えていた。災害時に必要なものをどこで

どのくらい買うのか、ラジオ局はどこを聞け

ばよいのか、どのビルに逃げたらよいのかな

ど大変具体的にアドバイスを考えることがで

きていた。また総合的な学習の時間で、自然

災害について調べている生徒がいることや新

聞記事での前日の地震のニュース、避難訓練

が後日あることなど生徒自身にとっても身近

な内容だと感じることが多かったようだ。そ

の点を考えると、導入や課題の設定について

は、ARCS の A と R については達成できたと

考える。実践授業の後、実際に ALT にプレゼ

ンを行ったが、発表がうまくいったと感じた

生徒が 91％おり ARCS の C の部分について

も達成できたと思われる。また、この発表の

後、「回覧板にして回したら、校区に住んでい

る外国人たちも見ることができるのではない

か」というアイデアも生徒達から出てきた。

この発言からは、ARCS の S の部分も達成し

たと考えてもよさそうだ。  

 前回の実践授業３では、文章を翻訳に頼り

すぎる生徒が多かったため、できるだけシン

プルなプレゼン資料を作成するよう伝えたが、

キーワードからつなげるのではなく、先に文

章をたくさん書いてしまい、結果として翻訳

機能に頼ってしまう生徒が半分ほど見られた。 

発表についての C は達成できたものの、自分

の力でやればできるという意味での Cは今回

も達成できなかった。  

生徒の変化について  

実践授業も 4 回目になり、授業スタイルに

も慣れてきたためか、「発表するんですか？」

と聞く生徒がいなくなった。全員が発表する

のが当たり前だと受け入れた様子である。ま

た、課題や単元ゴールが各自が今までに調べ

た SDGs に関わっていることや総合的な学習

の時間で誰かが発信していた内容であるとい

うことも生徒の心理的なハードルを下げてい

るのか今回も全員が発表することができた。  

授業の中盤では、必ず交流の場面をもち、

自身が考えていた文やアイデアを再構築でき

る機会を提示してきた。ペアやグループで発

表をする場面、ALT や先輩など身近な人から

の文章を目にする場面をそれぞれ取り入れる

ことで、最初は 1 文しか発言できなくても、

最終的には 3 文から６文程度増やす生徒が多

かった。全く文章に変化がない生徒はいなか

った。  

 

Ⅵ  考察  

１．帯活動  

(1) 情意面の変化について  

帯活動開始当時は、活動をステップアップ

させることで英語での会話力を向上させるこ

となども期待したが、人間関係作りの場面と

割り切ったことが結果として功を奏した。  

以下に帯活動についての生徒の振り返りの

一部を載せる。  

資料 15：帯活動についてのふり返り（11 月） 

・意外に文法を覚えられた。  

・英語はめっちゃ嫌いで、文法も単語も全

く分からなかったけど、慣れるにつれて

初めよりかは嫌いじゃなくなった。  

・使える表現が広がって英語が少し好きに

なった！  

・４月の時よりも文章を作って言えるよう

になった。新しい文を使ってみれた。  

 

 



 

資料 16：10 月の帯活動時での発話記録  

S1 先生、シートもう終わってます。  

T あら、そうやった？ごめん。あと 1 回

あるかと勘違いしてた。今日は同じの

でいい？  

S2 変えないんですか？  

T 今日の質問？う～ん、じゃあ最後のオ

リジナル質問（即興の質問の事）を自

由に考えるのにしようか。  

S いいよ／（うなずく）／  OK！など  

A （オリジナル作成の質問を指して）て

か、which の質問、きのこの山とたけ

のこの里にせんけ？けどきのこの山

の方が好きってなんて言うんけ。  

全  

S4 

いいね、おもしろそうや。  

みんなそれでしよ。聞いてみたいわ。 

A、言い方〇〇さんに聞けばいいやん

（〇〇さんはペアの人）  

 ペアで開始  

T Stop! Time’s up.  

Today’s lucky person is…  

 （発表 1 組を選ぶ。）  

A 先生、ちょっと待って！  

聞きたいことある、てかあります。  

T ん？質問？ラッキーパーソンしたい

ん？  

A ちがうちがう。断然きのこやろ? 

Kinokonoyama make me happy.ねん。

その次。チョコ割れるし手が汚れんっ

て言いたいんやけど。2 人とも分から

ん か っ て ん 。 Clean hands? Hands 

clean? 

T 面白いね。何て言ったらいいんかな？  

分かる人？  

ちょっとペアで考えてみて  

Ａが提案したように、自分から話したい内容

を考える生徒が出てくるようになり、「ポテト

チップスは何味が 1 番美味しいと思っている

かを聞いてみたい」や「最近気になっている

事について理由をつけて話す」「頭が良くなる

お薦めの勉強方法」など中学生の日常会話に

近い話題でオリジナル質問を考える生徒が増

えている。必ずしも正しい英文で話せている

わけではないが、「言いたいことを英語では何

と言うのか」と考え、言えなかったことを質

問したり、調べたり、ALT や友人から学ぼう

とする姿が見られるようになった。このこと

から、研究の課題２点について着目した①、

③については達成できたと考える。  

 

(2) 英語運用能力について  

資料 17 

帯活動時の対話において文の数の変化を示

す。開始当初は質問に答えるのみで、問い返

しや付け足しの文はなかったが、後期には、

２文以上で答える生徒が増えている。特に、

成績上位者に関しては、平均して 2 文程度増

えた。しかし、Ａの様に英語が不得意な生徒

については、あまり効果はなかった。②相手

に届けるための話す力については、スピーキ

ングテストでの発話文からは簡単な定型文以

外はあまり発展していなかった。  

 

２．総合的な学習の時間との連携  

実践１の課題は総合的な学習の時間とは直

接関係のない話題ではあったが、それ以降は

総合的な学習の時間と関連させた課題とした。 

(1) 情意面の変化について  

授業の課題に関心をもち、意欲的に取り組め

たかアンケートをした結果を以下に示す。  

0
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20

30

５月 6月 ９月 １０月

帯活動の文の数変化

1文

2文

3文以上



 

資料 18 

グラフから分かるように、実践授業２から

は肯定的な回答が増えている。それぞれの授

業で生徒達自身が課題を身近な事として捉え、

金沢の街を考えることから始まり SDGs につ

いて調べ発信するなど、探究活動が自分達で

行えている実感があるからではないかと考え

る。授業でも、課題への反応は早かった。ま

た他の生徒の意見への関心も回を重ねるごと

に高くなる様子だった。  

この点においては、このような授業デザイ

ンが研究の課題１，２である積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとする態度の育成につ

ながる言語活動の改善、コミュニケーション

能力を身につけさせる方策には成果があると

感じられる。好きな授業スタイルについての

回答も４月当初よりかなり変化をしている。

ペア・グループ活動の割合が増え、その他プ

レゼンをしあうという記述が見られた。他者

との関わりを求める記述が見られたことは、

コミュニケーションへの関心・意欲が高まっ

ている証だと考える。  

 

資料 20：生徒Ａのふり返り変化より  

5 月のふり返り  

6 月スピーキングテスト後のふり返り  

7 月の帯活動のふり返り  

9 月のふり返り  

10 月のふり返り  

前向きではない書き方や文章から、徐々にふ

り返りの中に、言いたいことが言えないもど

かしさや相手意識を持ちコミュニケーション

に取り組んでいる姿、自分の気持ちの変化や

英語学習への意欲などが現れるようになって

きている。  

(2) 英語運用能力について  

総合的な時間との連携のおかげで、本物の

課題に触れることが生徒の意欲向上につなが

ることは確認できたが、そこで生まれた思い

を英語にすることは難しく、タブレットの翻

訳機能に頼ることが多かった。そのため、運

用能力に効果があったかどうかは確認できな

かった。  

Ⅶ  課題と今後に向けて  

実践授業１では、英語で書く必要のない相

手を選ぶ生徒もおり、必要感に差が出ていた。

また教科書の一部を変えただけのような型通

りの文が多く、言語活動というより練習に近

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実践授業１

実践授業２

実践授業３

実践授業４

課題に興味を持って意欲的に取んだか

思う まぁ思う あまり思わない 思わない

10%

19%

19%

52%

好きな授業スタイル

静かに集中（自習型）

先生が講義（聞く）

自分のペースで自習と質問

ペア・グループ活動など

資料 19 



 

い形になってしまった。伝えたい内容につい

ても十分に考えさせる時間が不足していた。

実践授業２からは１での反省をふまえ、生徒

の伝えたい気持ちをいかに単元の中に入れる

かを考え、課題や考えを深める場面では、本

物に触れることを大切にした。この点は総合

との連携にかなりの効果があると感じた。し

かし、英語で表現するには内容が難しいこと

も多かったため、今後は翻訳機能の使用をど

こまでよしとするかなども含めて授業デザイ

ンを考えていきたい。  
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